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研究経緯

令和６年度の
研究
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研究経緯

令和７年度の
研究

研究主題

自ら学ぶ児童の育成
副主題

自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割

自ら学ぶ児童の育成～自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～
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自由進度学習白金スタイルにおける

「適切な教師の役割」

とは？

自ら学ぶ児童の育成～自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

研究経緯

令和７年度の
研究



自ら学ぶ
児童の
育成

見方・考え方を
働かせた学び

協働的な
学び

個別最適な
学び

躓きに対する
言葉掛け

学習環境・仕組み
の工夫

教師の言葉掛け

見方・考え方に
着目させる言葉掛け

新たな問題発見に
繋げる言葉掛け

学習状況に応じた
教材の工夫

選択式
ワークシート
・ファイル
・まとめ方
など

選択式
モデルの提示

掲示物の
工夫

見方・考え方の
ポイント

既習事項

学習調整

一体的に充実

めあて・
振り返りシート

学習状況の認知
学習チェックシートや

黒板での
学習状況の認知

目標・何を学んだかの
明確化・具体化

「教科の内容」「学び方」
に関する振り返り

教師の言葉掛け

協働的な学びの
促進

単元構成の
工夫一斉学習と

●●●学習の
ベストバランス

協働的な学びを通した
考えの整理

協働的な学びを通した
合意形成の支援

協働的な学びの
きっかけ作り

学習環境・仕組み
の工夫

協働的な学びの場の
設定

協働的な学びの
ポイントの提示

考えの確かめ・
広がり・深まり

学習チェックシートや
黒板での

学習状況の共有

＜令和７年度の研究を通して分かったことの整理＞

学びの見通し
・計画

学びの手引き

深い学びの
実現

学び方の
育成

自ら学ぶ児童の育成～自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～



１ ２ ３
「深い学び」を充実させるため
には、教科特有の見方・考え
方を働かせた学びを促進す
る言葉掛けや、環境・仕組み
づくりが大切。
例えば、よいモデルの共有、
選択できる学習方法など。

「学び方」を育成させるために
も、教師の言葉掛けや環境・
仕組みづくりが大切であること
が分かった。例えば協働的な
学びの促進やきっかけづくり。

「個別最適な学びと協働的
な学びの一体的充実」、「自
己調整の充実」には、
①学びの手引き
②学習チェックシートの共有
③めあて・振り返りの共有
が有効。

令和７年度の研究成果

自ら学ぶ児童の育成～自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～



教科特有の見方・考え方を働
かせた学びを実現するための
言葉掛けや環境・仕組みに関
する指導のさらなる蓄積。また
それを支える教師の深い教材
理解・解釈。

めあて・振り返りの形骸化や、
協働的に学ぶ相手が人間関
係のみによって選択されたり、
固定化されたりする。

研究対象となっていな
い教科や領域への指導
の展開。

１ ２ ３

令和７年度の研究課題

自ら学ぶ児童の育成～自由進度学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～
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令和８年度の
研究

研究主題

自ら学ぶ児童の育成
副主題

自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～
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令和８年度の
研究

「自由進度学習」
と

「自己調整学習」
って

何が違うの？

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～



「自由進度学習」
学習状況や学習しやすさに応じて、

• 学習順序

• 時間配分

• 学習方法（ワークシート・ノート・
タブレット）

• 学習形態（個人・協働）

など、

学び方を自己選択・自己決定

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

「自己調整学習」
深い学びになるように、

学びを自律させ、

調整し続ける学習

学びの際に、「学習順序」「時間配
分」「学習方法」「学習形態」を自己
選択・決定

自己調整の対象→思考・感情・行動



港区立白金小学校 Shirokane Elementary School

「自己調整学習」のサイクル

めあて
計画

心理的準備

見方・考え方を働か
せた深い学び

学習形態・
学習方法などの選択

粘り強い取り組み

学びの整理

次の学びへの
見通し

深い学びの実現

令和７年度は
この段階を重視

令和８年度は
このプロセス全体と、

深い学びが
実現できているかを

重視

予見

遂行

自己省察
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

＜研究仮説＞

「自ら学ぶ児童」を育成するためには・・・

教科の見方・考え方を働かせた
深い学びを実現

自己調整を
繰り返しながら学ぶ

教師が適切な役割
指導の質の向上

自ら学ぶ児童の育成
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

＜研究の内容＞

• 研究授業

• 調査研究

• 日常の実践
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

研究の継続

•魅力的な学習ゴールの設定
o 必要感や目的意識を大切にした言語活動・学習問題の設定

•学習の手引きの提示
o 学習全体の把握と見通し・働かせる見方・考え方

•学習チェックシートの共有
o 学習状況の認知・協働的な学びのきっかけ

•めあて・振り返りシートの共有
o 学習の見通し・学びの整理

＜研究授業＞
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

自己調整学習における教師の適切な役割

•  教科の見方・考え方を働かせた深い学びになるように

•  自己調整学習のサイクルが回るように

•  遂行の段階で、個別最適な学びと協働的な学びが一
体的に充実するように＜研究授業＞
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

教員ペア
• 学年ペア
• 同一フロアペア
• 全体ペア

＜日常の実践＞
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令和８年度の
研究

自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

＜研究計画＞

４月７日（火） 研究全体会 研究概要について

５月２２日（金）
研究授業①

（講師 佐藤和紀先生）
第６学年
授業者

６月１７日（水） 研究授業②
第３学年
授業者

７月 ８日（水） 研究全体会 １学期のまとめ

１０月 ２日（金）
研究授業③

（講師 佐藤和紀先生）
第２学年
授業者

１１月１１日（水） 研究授業④
第５学年
授業者

１月２７日（水） 研究授業⑤
第１学年
授業者

２月１日（月） 研究主任会でプレ発表

２月１２日（金）
研究授業⑥

（講師 佐藤和紀先生）
第４学年
授業者

３月１２日（金） 研究全体会 年間のまとめ

次年度 研究発表



自ら学ぶ児童の育成～自己調整学習白金スタイルにおける適切な教師の役割～

質疑・応答
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